
昭和 43年 3月下旬・4月上旬 中国・四国巡業 

主な配役 

 

 

「鴨八ネギ次郎」 

ネギ次郎弟子ねぎま（槇宏樹） 鴨八の弟子あひる（藤枝登喜子） 花の家お多

福（水谷加代） 同ひょっとこ（若間逸子） 散髪屋の大将西本（沢田光生） ネ

ギ次郎の母お力（花村美津子） 鴨八の父芳兵ヱ（八木五文楽） なべの家ネ

ギ次郎（守田秀郎） 青空フウセン（金乃成樹） なべの家鴨八（四条栄美） 近

所の女シズ子（松上美代子） 近所の人多ぜい 

 

「大阪ぎらい物語」 

番頭金助（千葉蝶三朗） 手代幸吉（守田秀郎） 同清吉（喜多康樹） 女中お

まつ（松上美代子） 同およね（白川淳子） 乳母おさく（花村美津子） 御寮さん

おしづ（石河薫） 長男新太郎（小島秀哉） 新太郎の嫁きよ子（滝見すが子） 

次男栄二郎（藤山寛美） おしづの弟忠平（花和幸助） 出入りの棟梁大初（小

島慶四郎） 同左官久留（長谷川稔） 島の内の姉おとみ（石島康代）  

 

「寛美のごあいさつ」 

 

 

「はなの六兵衛」 

与力立花藤馬（守田秀郎） 伊勢屋番頭嘉七（八木五文楽） 子守（若間逸子） 

お内儀（松上美代子） 茶店の娘おかつ（酒井光子） 大和の六兵衛（藤山寛美） 

鳶職弥吉（村田幸三） 同金太（沢田光生） 久利加羅竜五郎（伴心平） 竜五

郎の乾分丑松（長谷川稔） 同寅吉（淀川曠平） 同卯之助（金乃成樹） 同辰

三（喜多康樹） 竜五郎女房おゆき（石河薫） 下女おなべ（水谷加代） 腰元若

葉（大津十詩子） 同梅葉（四条栄美） 同紅葉（御陵多栄子） 同繁葉（藤枝登

喜子） 同菊葉（真野和子） 同松葉（寺前浅子） 家老田辺右近（花和幸助） 

有馬玄蕃頭（小島慶四郎） 小姓妥女（山城隆幸） 捕手（西村一文・槇弘樹・

脇田高吉・今川正・二階堂博） 通行人、近習、腰元多ぜい四郎） その妻かつ

子（滝見すが子） 茶店主人甚造（高田亘）  


